
ビカステス主教墓参の記 

 

 横内理事長から、「香蘭の創立 130 年を記念して英国へ行くのだから、創立者のビカステ

ス主教のお墓参りをして来るように」という有難い指令を受けた鈴木校長、後藤監事と私は、

まずその場所さがしからスタートすることになった。 

 まず後藤監事がアマゾンで入手したというビカステス主教の伝記（Life and Letters of 

Edward Bickersteth: Bishop of South Tokyo）によって、イギリス南西部の Swindon にほど

近い Chiseldon という小さな村にそのお墓があることが分かった。後藤さんが村の教会に

メールを送ったが返事がないので、矢作事務長が教会のレクターに直接電話したところ、こ

のお墓は教会の管轄外で、管理しているのは村のカウンシルだという。そこでカウンシルに

電話をしたが全くつながらず、メールを送っても返事がないとのこと。 

 よほどのんびりした村なのか、仕方がない、とりあえず行ってみて現地で探すか、お墓の

ある場所には自由に入れるのだろうか、などと議論していると、矢作事務長からグーグルマ

ップで現地の様子を見る限り特に門などはなさそうですよ、というメールが届いた。私もグ

ーグルマップのストリートビューを使って、お墓があるあたりの道をゆっくりとなめるよ

うに見てみた。すると入口に Chiseldon Museum という看板がある建物をみつけた。村の博

物館なら、ビカステス主教のお墓について知っているかもしれない、そう思って博物館のホ

ームページを捜し、試しにそこにあった連絡先にメールを出してみた。 

 

  Chiseldon Museum の看板 

 

 するとびっくりするほど速く返事が来た。エレーヌ・ジョーンズさん、Chiseldon Local 

History Group 代表、とある。村の歴史愛好会のようなものか。かつて墓地の教会だったと



ころをカウンシルから借りて村の歴史博物館にしている、主教のお墓はすぐそこにある、と

のこと。これで現在の教会の管轄外である訳が分かった。 

 良かったら私がご案内します、ビカステス主教の亡くなった場所が今はホテルになって

いるからそこで待ち合せましょう、というエレーヌさんの申し出のお蔭で、私たちは安心し

て日本を立つことができた。 

 8 月 14 日。Whitby の修道院や Framlingham の教会など、聖ヒルダやビカステス主教ゆ

かりの地を回った英国旅行の最終日、約束の 11 時ちょうどに Chiseldon House Hotel に到

着。出迎えてくれたのはエレーヌさんと、村一番歴史に詳しいというシェイラ・パスモアさ

ん、そして Church Warden のコリン・ウィルキンスさん。 

 ホテルの一角でお茶をご馳走になりながら 3 人からお話を伺った。当時この Chiseldon 

House はビカステス主教の義父が住居としており、1897 年 8 月 5 日、ここで滞在中に亡く

なったとのこと。ホテルとして内装は変わったが、外観は当時のまま、立派なお屋敷である。 

 

 Chiseldon House 

 

 棺はこの屋敷を出発して、葬儀の行われた村の教会、そして埋葬された墓所まで、大勢の

人に見送られたという。参列者には実父のエクセター主教をはじめ、ランベス会議出席のた

めに渡英中の九州のエヴィントン主教、大阪のオードリー主教、アメリカ聖公会のマキム主

教の名もあった。片田舎の小さな村にとって歴史的な出来事であったようだ。 

 私たちも当時の葬列の跡をたどって、村の教会、Church of the Holy Cross へと向かった。 

 



 Holy Cross Church 内部 

 

 ここで葬儀を終え、再び葬列を組んで墓所へ進んだという。Chiseldon House から教会ま

でが約 700 メートル、教会から墓地までが 300 メートルほど。かつて墓地のチャペルだっ

た村の博物館のすぐ横に、ビカステス主教のお墓があった。 

 

 ビカステス主教のお墓 

 

 当日の朝、ケンジントンの花屋で作ってもらったリースを墓前に捧げ、後藤監事が用意し



た式文を使って皆で祈りをささげた。墓碑を見ると、「1983 年に日本の友人たちによって建

立」とある。この墓碑のことは知らなかった。35 年前の墓碑の由来については鈴木校長の

宿題にしよう。 

 墓参を済ませ、エレーヌさんに博物館の中を見せてもらった。入口すぐのところに、葬列

の際に棺を運んだ台車の実物が当時のまま展示してあった。 

 

 棺を運んだ台車 

 

 当時の埋葬の記録も見せていただいた。美しい筆記体でエドワード・ビカステス、Bishop 

of South Tokio, Japan の記載がある。 

  

 

 最後にもう一度お墓のあたりを眺めてから、エレーヌさんたちに感謝しつつ私たちは



Chiseldon の村を後にした。 

 今回の創立 130年記念旅行では、各地でエレーヌさんのような親切な方々にお会いして、

その善意とご好意のお蔭で無事にすべての旅程を終えることができた。お世話になった皆

様と神様に心から感謝します。 

 

 

左から後藤監事、鈴木校長、棟近 

 


